
東京都の地域包括ケア 
様々な他県の先進事例からの

示唆も含めて

150708東京都において 
髙橋紘士

Administrator
スタンプ



依存状態のマネジメントモデルの転換

自立者

依存状態にある者
排除・隔離

自立

依存

再統合

依存リスクの 
予見と事前対応

ノーマライゼーション

包摂
コミュニティケア

施設病院完結型システム
支援付き地域による
地域完結型システム

1970年モデル 2025年モデル

標準（正常）モデル

逸脱モデル
標準の喪失

長期ケアの時代へ
自立依存の混在



地域のコモンズとしてのケア拠点 
こぶし園モデル

大都市に相応しいモデルの筈だがなぜ東京にできないのか 
世代交流型と地域の拠点機能を高齢者ケア付きすまい機能と合築 

施設機能の地域支援機能の強化モデル 
サポートセンターを分散配置すると防災拠点機能にもなる 

拠点型サ高住、多機能型地域支援型施設など



サテライトNo３ 
サポートセンター摂田屋

特別養護老人ホーム　２０名
認知症グループホーム　９名
小規模多機能型居宅介護事業 
登録定員25名通い15名宿泊6名

配食サービス
カフェテラス・キッズルーム

バリアフリー住宅

土地・建物は民間所有







民家活用型ケア拠点
ホームホスピスの場合 

東京ではすでに小平市にホームホスピス武蔵野がマンションを 
活用したホームホスピス第一号がオープン 

「とも暮らしモデル」





22

日本財団『 夢の貯金箱か ら
寄 付   を受け古民家を改修
しました。   

国道から入り込んだ閑静な住宅街に、古民家の良さを活か した『たん
がくの家』はあります。敷地内には果樹が実り、 季節によって旬の果物
が迎えます。  
昔から日本に伝わる天然素材の弁柄（ベんがら〉や柿渋を 使った建具

を用い、気配を感じる事が出来るように障子や源 氏ふすまを用いていま
す。壁は土壁に天然素材のシラスを塗 りました。部屋には、天井に大き
な梁が剥き出しになり、まるで幼少 の頃過ごした家や懐かしいおばちゃ
んの家を思いだす事でし ょう。

特定非営利活動法人たんがく





様々な空き家等を活用した 
居場所の意義 
孤立化防止 

助け合いと専門職支援の融合 
都内でも様々な実践例が展開 
施設・住居二分法の克服
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病院

介護施設

住まい

Step01_空き家の実態調査
　　　　　（活用可能物件の分類）
Step02_空き家活用における地域住民
　　　　　　の意識調査（アンケート調査）

Step03_空き家再生と医療・福祉の連携

老人クラブ・自治会・介護予防・生活支援  等

生活支援・介護予防

訪問介護  
・看護

介護

通所在宅宅医療療  
訪問看護

医療

Ａ地区

介護施設

【活用可能性の検討】 
・小規模多機能サービス拠点 
・地域住民の交流サロン 
・ケア付高齢者住宅 
・グループリビング 
・高齢者＋学生シェアハウス 
・母子生活支援施設　など

空き家の活用

包括的マネジメント

・在宅宅医療療連携拠点 

・地域包括⽀支援センター 

・ケアマネジャー

地域包括ケアと空き家再生事業の連携　（概念図）  

大牟田モデルより

自助互
助

空家

空家

空家

空家

空家

小学校

診療療所

スーパー

公園

　空き
家活用 
システ
ムの構
築

アウトカム

老朽危険家屋は
除却を促進


